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多角的視点から考えた脳トレーニング課題の開発と実践、および普及啓発による認知症予防効果を共に検証しましょう。 
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研究内容 

 熊本保健科学大学認知症予防サポートチームでは、多職種連携により認知症予防のための楽しみなが 
ら実施可能な課題の提案とその予防効果に関する研究を行っています。主にこれまでの研究では地域の 
高齢者を対象に各職種で考案したゲーム課題、個別課題を定期的に実施し認知症予防に関する効果を検 
証し、様々な職種の視点から検討してきました。具体的には、作業療法士の視点からは予防課題が認知 
機能面に与える影響、言語聴覚士の視点からは言語機能と発声、講音運動面に与える影響、理学療法士 
の視点からは運動機能面に与える影響、保健師と看護師の視 点からは社会生活活動面に与える影響を
検討してきました。しかしながらまだ、対象者の人数も限られており加えて活動を開始してからも 2 
年ほどしか経過しておらず、継続後の変化や課題内容、評価方法の検討も今後の課題と考えています。 
また、今後は我々が考案した課題をそれぞれの地域で自発的に実施できるような予防活動のリーダーの 
育成やそのシステムの構築、さらには学生も活動に参加してもらい、地域の高齢者と触れ合うことによ
る学生生活での心理、行動変化も検証していきたいと考えています。 
  
設備・装置 

1. 各知能検査 
2. 各言語検査 
3. 各社会交流検査 
4. 各運動機能検査 
  
論文・知的財産権など 
〔研究発表〕      
・多職種連携チームで考案した認知症予防 のためのレクリエーションプログラムの介入効果～ 
認知機能と運動機能の視点～ 第 19回日本認知症ケア学会 平成 30年 6月 

・多職種連携チームで考案した認知症予防のためのレクリエーションプログラムの介入効果～ 
認知機能と社会活動の視点～ 第 19回日本認知症ケア学会 平成 30年 6月 
 

〔著書〕      
認知症を楽しく予防しよう 監修：飯山準一 執筆：久保高明ほか（株）医学と看護社 2017年 4月発行 
 



〔競争的資金〕      
・2018, 熊本県理学療法士協会 , Cognitive frailty 予防のための多職種連携介入プログラムの効果検証 
  
担当者の注目ポイント！ 

認知症予防には、複合的課題が有効とされ 脳トレーニングの要素を加えることが重要であると報告
されています。このような現況で、専門的知識と経験に基づいて、多職種によるチームで健常高齢者の
認知症予防を目的とした集団で実施するゲームと個人で実施する脳トレーニングの複合的な課題を開
発しました。これらの複合的な課題は認知症予防に有効である可能性は高いものの、認知機能面の直接
的な評価を実施した報告は少ない状況です。そこで、我々は健常高齢者の認知症予防に有効であること
を継続的な評価を実施しその有効性を検証したいと考えています。 

 
 
 
共同研究・受託研究の際には所定の手続きがございます。ご希望の方は、本学企画・人事課（学術研究会議
事務局）までお問い合わせください。 
 
お問い合わせ先：熊本保健科学大学 企画・人事課（096-275-2112） 
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